
　１ 期　日　令和 ８ 年 ７ 月２５日（土） ～ ２６日（火）

　２ 場　所　熊本市立金峰山自然の家：ヤマガラビレッジ

　３ 主　催　熊本市子ども会育成協議会

　４ 参加者　７０人（キャンパー：３３人、ＪＬ：１８人、ＹＬ：９人、理事・事務局：１０人）

　５ テーマ・スローガン　「エンジョイサマー ～ 学んで・楽しんで・さわごう！」

　６ 日　程　プログラム概要及び活動状況

スタッフ集合 多目的ホール 起床・洗面 各部屋

現地集合・受付 多目的ホール 朝の集い ファイアーサークル

雨天：多目的ホール

入所式 多目的ホール 朝　食 カフェテリア

オリエンテーション

活動１ 多目的ホール 部屋掃除、退室準備 各部屋

自己紹介、旗作り等

昼　食　 カフェテリア 部屋点検

活動２ 多目的ホール チェックアウト

レクリエーション 活動７ 白コース

各部屋 ハイキング

活動８ 多目的ホール

活動３　 多目的ホール レクリエーション

モルック等 昼　食 カフェテリア

活動４　

スタンツ練習 活動９ やまびこハウス

活動５ クックハウス 瓦ペイント

活動１０ 多目的ホール

活動６ 多目的ホール 振り返り

キャンドルの集い 退所式

入浴・就寝準備 大浴場・各部屋

リーダー会 宿泊棟 Ａ１ 現地解散

消灯・就寝

　※ スタッフ全員がプログラム通り集合して、

　　 参加のキャンパーの確認、受付準備、本日の日程の

　　 確認から活動が始まりました。

　※ キャンプ長（会長）あいさつからスタート

　※ 入所式・オリエンテーションで自然の家や就寝時の

 　　 シーツの付け方等の説明がありました。

令和８年度　野外活動体験（夏キャンプ）報告書

１日目　７／２５ （土） １日目　７／２６ （日）

時間 内　容 場　所 時間 内　容 場　所

9:30 6:30

10:00 6:45

10:40 8:00

健康観察・ラジオ体操

10:15 7:00

（荷物は多目的ホール）

13:30

12:20 9:20

13:00 チェックイン（入室）

11:00

11:30 9:00

18:30

11:30

14:30

12:20

15:30

夕食づくり（カレー） 14:00

22:00

14:35

20:15

21:30 15:00



　※ 活動１　自己紹介・説明会で未完成の各班の旗作り

　※ 昼食、チェックインで各部屋に荷物を置き、活動３のモルックは非常に盛り上がり班員同士の

　　 仲間づくりが出来たようです。

　※ 活動４　キャンドルの集いでする出し物の打ち合わせと練習を各班頑張っていました。

　※ 活動５　野外炊飯のカレーライスづくり、

　　 お米のとぎ方・野菜の切り方やカマドのマキ組み

　　 をジュニア・リーダーの説明を聞いて早速開始。

　　 お米を洗ったことが無い、包丁を使ったことが

　　 ない参加者もいました。人参・じゃがいもを頑張

　　 って切っています。カマドの方はなかなか火が

　　 つかない班や消えてしまった班など苦労しているようです、煙が目にしみて大変な様子。

　　 早く出来た班、遅い班とありましたが全班とも美味しく出来て食べていました、ご飯の炊き方は

　　 どの班も上手に出来ていたようです、カレーが少し水の入れすぎでサラサラ系の班があったよう

　　 ですが、皆お代わりをして全ての班で完食したようです。

　　 キャンパーの子ども達は、楽しかった、美味しかったと言っていました。

　※ 後片付けを終え活動６　キャンドルの集いでは、各班の出し物やゲームで盛り上がっていました。

　※ ハイキングは帰ってから１人気分が悪いと言った子がいたが、他は無事帰還しました。

　　 昼食はハヤシライスでしたが、お代わりする子どもが多く完食し少し足らなかったようです。

　※ 活動９　熊本地震で割れた熊本城の瓦に絵を書き記念品づくりを一生懸命制作していました。

　　 この瓦に絵を書くのは、今回で最後のようです、瓦がなくなってしまうようです。

　※ キャンパーのお迎え解散は、ＹＬ・理事が迎えの車を誘導してスムーズな対応でした。



　※ 最後に計画から協力いただいたヤマガラビレッジの皆さま、計画・運営・実働したＪＬ・ＹＬの

　　 皆さん、活動を支援していただいた役員・理事の皆さん、元気に楽しく参加したキャンパーの皆

　　 さん、この野外活動体験に関わられた全ての皆さまに感謝いたします。

　※ 活動内容の写真は、別途追加で順次掲載いたします。

　７ 今回の「野外活動体験」（夏キャンプ）で、体調不良になった参加者が数名いました。近年夏は

　　 暑さが厳しい状況になって来ております、今後の「野外活動体験」の暑さ対策や熱中症対策に

　　 実施時期等を含めた検討課題が出てきたようです。


